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同
窓
会
会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し

て
は
日
頃
よ
り
母
校
の
教
育
活
動
に
対

し
ご
理
解
と
ご
支
援
承
り
深
く
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
ま
だ
終
焉

し
た
訳
で
は
な
く
て
マ
ス
ク
姿
の
人
も

多
く
見
受
け
ま
す
。
卜
分
注
意
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

教
育
振
興
会
で
の
議
題
と
し
て
防
犯
カ

メ
ラ
の
設
置
を
検
討
し
て
い
る
と
の
事

で
し
た
。
何
か
と
物
騒
な
世

の
中
に

な

っ
た
と
思
い
ま
し
た
。
し
か
し
現
実

に
そ
の
よ
う
こ
と
が
起
き
て
い
る
事
考

え
ま
す
と
何
か
対
策
を
取
ら
な
く
て
は

な
り
ま
せ
ん
。
万
が

一
の
時
危
険
な
こ

と
に
な

っ
た
ら
心
配
で
な
り
ま
せ
ん
。

安
心

。
安
全
な
環
境
作
り
が
わ
が
母
校

に
求
め
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
状
況
で
は
防
犯
カ
メ
ラ
が
必
要
で

あ
る
と
思
い
生
徒
と
先
生
方
の
安
全
を

考
え
て
同
窓
会
で
も
設
置
の
補
助
な
ど

協
力
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
思
い
ま
す
。

前
日
で
は
生
徒
た
ち
の
様
子
を
伝
え

ま
し
た
が
、
〈
／
回
は
先
生
方
の
こ
と
を

伝
え
た
い
と
思
い
ま
す
ｃ

「学
校
評
議
員
会
」
と
い
う
も
の
が

あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
先
生
方
を
評
価
す

る
シ
ス
テ
ム
で
す
ｃ
評
議
員
が
先
生
方

を
評
価
す
る
の
で
す
。
私
も
評
議
員
の

一
人
で
す
。
そ
の
中
で

（期
待
さ
れ
る

社
会
的
役
割
）
と
言
う
も
の
が
あ
り
、

そ
れ
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
す
。
多
様

な
価
値
観
の
尊
重
が
求
め
ら
れ
る
社
会

の
中
で
定
時
制
、
通
信
制
の
シ
ス
テ
ム

を
備
え
る
単
位
制
の
高
校
と
し
て

一
人

一
人
が
安
心
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
ペ
ー
ス

で
高
校
生
活
を
過
ご
せ
る
よ
う
に
、
生

徒

へ
の
理
解
を
深
め
学
力
の
定
着

・
伸

長
や
自
己
肯
定
感
を
高
め
前
向
き
に
未

来
を
切
り
拓
こ
う
と
す
る
力
を
育
て
る

こ
と
を
日
指
し
ま
す
。
そ
こ
で
学
校
評

価

（重
点
目
標
）
と
し
て
定
時
制

（午

前
部

。
午
後
部

。
夜
開
部
）
通
信
制
そ

れ
ぞ
れ
の
部
ご
と
に
評
価
す
る
よ
う
に

な

っ
て
い
ま
す
。
（重
点
目
標
）
と
は

一
、
い
じ
め
や
暴
言

。
暴
力
を
絶
対
に

許
さ
な
い
安
心

。
安
全
な
学
校
を
つ
く

る
。
二
、
社
会
人
基
礎
力

（特
に
挨
拶

出
来
る
力
）
を
育
て
る
。
三
、
生
徒
の

力
を
引
き
出
す

（わ
か
る
授
業
…
伸
ば

す
指
導
）
を
工
夫
し
学
力
を
定
着

。
伸

長
を
図
る
。
四
地
域
に
開
か
れ
、
地
域

と
つ
な
が
る
学
校
を
つ
く
る
。
と
言
う

目
標
を
掲
げ
て
指
導
す
る
事
を
先
生
は

や

っ
て
お
ら
れ
ま
す
。
後
は
学
習

。
生

徒

。
進
路
各
指
導
及
び
学
校
活
動
の
評

価
を
、
学
校
評
議
員
が
評
価
し
て
い
ま

す
っ
評
価
は
Ａ

「
成
果
が
見
ら
れ
た
」

Ｂ

「
ふ
つ
う
」
Ｃ

「改
善
が
必
要
で
あ

る
。
」
と
ご
う
よ
う
に
評
価
を
し
ま
す
。

評
議
員
は
全
部
で
私
を
含
め
て
七
人
で

構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
各
界
で
ご
活
躍

を
し
て
い
る
人
た
ち
で
す
。
Ａ
評
価
を

得
ら
れ
る
よ
う
に
活
動
す
る
こ
と
が
日

標
で
は
あ
る
と
は
思
い
ま
す
が
、
Ｂ
Ｃ

評
価
と
な

っ
た
時
の
現
状
を
改
善
す
る

こ
と

へ
の
と
り
組
み
方
も
重
要
に
な

っ

て
く
る
と
思

い
ま
す
。
先
生
方
も
ご

苦
労
様
か
と
思
い
ま
す
が
、
筑
摩
高
校

の
発
展
の
た
め
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。最

後
に
な
り
ま
し
た
が
、
会
員
の
皆

様
の
ご
健
勝
と
益
々
の
ご
活
躍
、
松
本

筑
摩
高
校
の
発
展
を
心
か
ら
願

っ
て
お

り
ま
す
。

学
校
評
議
員
に
つ
い
て
一

同
窓
会
会
長
　
片

所

恒 :

夫

同
窓
会
の
み
な
さ
ま
に
は
、
日
頃
よ
り

母
校
発
展
の
た
め
に
ご
支
援
と
ご
協
力

を
賜
り
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

本
校
に
は
、
詩
人

・
谷
川
俊
太
郎
さ

ん
か
ら
い
た
だ
い
た
と
て
も
貴
重
な
贈

り
物
が
あ
り
ま
す
。
谷
川
さ
ん
が
作
詞

さ
れ
た
校
歌
で
す
ｃ
こ
の
校
歌
の
歌
い

出
し
は
「問
い
か
け
る
　

心ヽ
あ
ら
た
に
」
。

贈
り
物
と
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ

校

長

中

島

秀

明

こ
の
言
葉
に
は
、
自
分
自
身
に
問
い
か

け
る
こ
と
で
新
た
な

一
歩
を
踏
み
出
す

力
を
与
え
て
く
れ
る
深
い
メ
ッ
セ
ー
ジ

が
込
め
ら
れ
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。

校
歌
に
登
場
す
る

「手
」
と
い
う
言

葉
は
、
働
く
こ
と
だ
け
で
な
く
、
何
か

を
創
り
出
し
、
仲
間
と
つ
な
が
る
象
徴

で
も
あ
り
ま
す
っ
ま
た
、
自
然

へ
の
眼
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差
し
や
集

い
の
喜
び
が
描
か
れ
る
中

で
、
私
た
ち
に
学
校
が
ど
ん
な
場
所
で

あ
る
べ
き
か
を
あ
ら
た
め
て
考
え
さ
せ

て
く
れ
ま
す
。
歌
詞
に
込
め
ら
れ
た
「間

い
か
け
る
心
」
と
は
、
日
常
の
中
で
立

ち
止
ま
り
、
自
分
自
身
に
誠
実
に
向
き

合
い
、
未
来
を
切
り
拓
く
力
を
持

つ
心

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

こ
の
校
歌
が
、
現
在
学
ぶ
生
徒
や
同

窓
生
の
み
な
さ
ん
に
い
つ
ま
で
も
歌
い

継
が
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
が

「問
い
か
け
る

心
」
を
育
み
な
が
ら
、
新
し
い
学
校
を

と
も
に
築
い
て
い
け
る
こ
と
を
願

っ
て

い
ま
す
。

谷
川
俊
太
郎
さ
ん
は
、
２
０
２
４

年

Ｈ

月
１３
日
に
９２
歳
で
逝
去
さ
れ
ま

し
た
。
谷
川
さ
ん
の
旅
立
ち
が
、
安
ら

か
な
も
の
で
あ
り
ま
す
よ
う
、
心
よ
り

お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
２
０
２
４
年

１０
月
Ｈ
日
に
、

通
信
制
諏
訪
地
区
同
窓
会
代
表
の
相
馬

晃
さ
ん
か
ら
、
「
こ
の
会
の
活
動
を
区

切
り
と
す
る
」
と
い
う
こ
と
で
同
窓
会

に
七
万
円
あ
ま
り
の

「
贈
り
物
」
、
ご

寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
〔）
片
所
同
窓

会
長
さ
ん
の
ご
都
合
が

つ
き
ま
せ
ん
で

し
た
の
で
、
私
が
校
長
室
で
お
預
か
り

し
ま
し
た
。
相
馬
さ
ん
か
ら
は
、
本
校

で
学
ば
れ
た
頃
の
お
話
や
、
か
つ
て
諏

訪
地
区
で
に
ぎ
や
か
に
行
わ
れ
た
新
入

生
歓
迎
会
な
ど
の
お
話
を
お
伺
い
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ち
ょ
う
ど
午
前

部
午
後
部
の
文
化
祭

「
く
れ
き
野
祭
」

の
準
備
期
間

で
あ
り
、
体
育
館

で
リ

ハ
ー
サ
ル
が
行
わ
れ
て
お
り
、
生
徒
の

み
な
さ
ん
が
い
き
い
き
と
活
動
し
て
い

る
姿
を
ご
覧
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
片
所
同
窓
会
長
さ
ん
に
代
わ
り

ま
し
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
通
信
制

諏
訪
地
区
同
窓
会
の
み
な
さ
ん
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

長
野
県
で
は
、
２
０
２
３
年
３
月
に

第
４
次
長
野
県
教
育
振
興
基
本
計
画
を

策
定
し
ま
し
た
。
こ
の
中
で
、
当
時
の

内
堀
繁
利
教
育
長
は
次
の
よ
う
に
述
べ

て
い
ま
す
。

教
育
は
、
ズ
Ｚ

を
積
み
重
ね
た
先

に
あ
る

「未
来
」
を
創
造
す
る
営
み
で

あ
り
、
未
来
と
は
希
望
で
す
。
未
来
を

担
う
子
ど
も
た
ち
の
み
な
ら
ず
令
て
の

人
が
、
今
、
そ
し
て
将
来
に
わ
た
っ
て
、

学
ぶ
こ
と
そ
の
も
の
に
喜
び
を
感
じ
、

自
分
ら
し
く
牛
き
、
自
分
の
学
び
や
人

生
、
そ
し
て
社
会
変
革
の
当
事
者
に
な
っ

て
い
く
、
そ
の
よ
う
な
学
び
の
場
を
創

る
こ
と
が
、
個
人
と
社
会
の
ウ
ェ
ル
ビ
ー

イ
ン
グ
の
実
現
に
つ
な
が
り
ま
す
．

「
校
歌
に
あ
る
問
い
か
け
」
、
Ｆ
」寄

付
」
、
「学
ぶ
こ
と
の
喜
び
」
な
ど
い
ろ

ん
な

「贈
り
物
」
が
あ
り
ま
す
し
こ
れ

ら
は
す
べ
て
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
向
上

に
つ
な
が
る
も
の
だ
と
思
い
ま
す

．^

同
窓
生
の
み
な
さ
ま
の

一
層
の
ご
健
勝

と
ご
活
躍
を
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

1.入学式
定時制  4月 5日 (金 )
入学生 定時制 午前部

午後部

夜間部

合 計

通信制  4月 14日 (日 )
前期入学生

10月 1日 (火 )
後期入学生

役員会 。54回定期総会
6月 22日 (土)午 後 4時 30分より

「ホテルモンターニュ松本」
参カロ者 14名

母校支援事業

校内環境整備、生徒会・クラブ活動支援、進

路指導支援、校内ラン及びホームページ維持

管理、ホームページ改良助成 等

通信制前期卒業式

9月 30日 (月 )
通信制後期入学式

10月 1日 (火 )
第 53回定時制通信制生徒生活体験発表大会
(県大会 )

10月 5日 (土)赤 穂公民館
同窓会報第 54号発行
2月 28日 (土 )
卒業証書授与式

3月 1日 (土 )

3.

4.

5.

6.

7.

8.

2.

66′k
41人
2人
109′k

63′人

13人

◆◇◇◆◇◇◆◇◇◆◇◇◇◇◇◆◇◇◆◇◇◆◇◇◆◇◇◆◇◇◇◇◇◆◇◇0◇◇◆◇◇◇◇◇◆◇◇◆◇◇◆◇◇0◇◇◆◇◇◇◇◇◆◇◇0◇◇◆◇◇◇◇◇◆

令和靡鱚年度 | 同 窓 会 役 員 名 簿

役職名 氏   名
理  事 今 溝 京 子

理  事 中 山 京 子

理  事 望 月 一 将

理  事 赤 羽  徹
理  事 小 穴  輝

役職名 氏  名|
監  事 中 田 幸 男

理  事 丸 山 幹 雄

理  事 金 井 栄 子

理  事 宮 田   隆
理  事 本 田 敦 彦

理  事 上 原 靖 一

理  事 原 勇

役職名 氏   名
顧  間 古 町 信 也
顧  問 小笠原 力 男
会  長 片 所 恒 夫
副 会 長 河 内 國 治

副 会 長 大 原   篤
会  計 小 松 英 明

監  事 宮 下   覚

令禾口6年度 同窓会事業報告
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●
中
信
高
等
学
校
定
時
制
通
信
制

総
合
体
育
大
会

松
本
筑
摩
高
等
学
校
西
体
育
館

（５
月
１８
日
）

●
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

男
子
シ
ン
グ
ル
ス

山
本
　
蓮
　
　
　
　
　
１
位

上
條
　
優
人
　
　
　
　
２
位

新
保
ア
レ
ム
海
人
　
　
３
位

女
子
シ
ン
グ
ル
ス

丸
山
　
悠
舞
　
　
　
　
１
位

鶴
見
　
綾
　
　
　
　
　
２
位

中
坪
　
詩
音
　
　
　
　
３
位

●
卓
球
男
子
団
体
　
松
本
筑
摩
　
　
　
１
位

男
子
個
人
　
〓楽
崎
　
晃
次
　
　
３
位

女
子
個
人
　
神
田
　
ゆ
ず
ゆ
　
１
位

佐
々
木
　
花
菜
　
２
位

０
長
野
県
高
等
学
校
定
時
制
通
信
制

総
合
体
育
大
会

長
野
高
等
学
校
、
長
野
西
高
等
学
校
（６
月
８
日
）

●
バ
ス
ケ
ツ
ト
ボ
ー
ル

男
子
　
２
位

●
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

男
子
　
２
位

女
子
　
１
位

（出
場
１
チ
ー
ム
）

●
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

男
子
シ
ン
グ
ル
ス
　
山
本
　
蓮

上
條
　
優
人

女
子
シ
ン
グ
ル
ス
　
丸
山
悠
舞

221
位 位 位

０
全
国
高
等
学
校
定
時
制
通
信
制

総
合
体
育
大
会

●
軟
式
野
球

東
京
都

¨
明
治
神
宮
野
球
場

（８
／
‐３
～
８
／
‐７
）

対

埼
玉
県
立
大
宮
中
央
高
校

・
通

１
回
戦
敗
退

●
卓
球
東
京
都

¨
駒
沢
オ
リ
ン
ピ
ツ
ク
公
園

総
合
運
動
場
屋
内
球
技
場

（７
／
２３
～
７
／
２５
）

男
子
団
体

松
本
筑
摩
　
　
　
２
回
戦
敗
退

女
子
個
人

神
田
　
ゆ
ず
ゆ
　
１
回
戦
敗
退

●
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

神
奈
川
県

¨
小
田
原
ア
リ
ー
ナ

（７
／
２９
～
８
／
１
）

男
子
団
体

長
野
県
選
抜
　
２
回
戦
敗
退

男
子
個
人

山
本
　
蓮
　
　
２
回
戦
敗
退

上
條
　
優
人
　
３
回
戦
敗
退

女
子
団
体

長
野
県
選
抜
　
１
回
戦
敗
退

女
子
個
人

丸
山
　
悠
舞
　
２
回
戦
敗
退

●
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

神
奈
川
県

¨
ひ
ら
つ
か
ア
リ
ー
ナ

（７
／
３。
～
８
／
３
）

女
子
　
３
位

０
北
信
越
高
等
学
校
定
時
制
通
信
制

総
合
体
育
大
会

石
川
県

金
沢
市
営
浅
野
川
市
民
体
育
館

（
‐０
／
‐９
～
‐０
／
２。
）

●
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

男
子
団
体

長
野
県
選
抜
　
　
優
勝

男
子
個
人

山
本
　
蓮
　
　
　
優
勝

上
條
　
優
人
　
　
２
回
戦
敗
退

女
子
団
体

長
野
県
選
抜
　
　
３
位

女
子
個
人
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
‐

丸
山
　
悠
舞
　
　
１
回
戦
敗
退

●
卓
球
男
子
団
体

長
野
県
選
抜
　
　
準
優
勝

女
子
団
体

長
野
県
選
抜
　
　
４
位

女
子
個
人

神
田
　
ゆ
ず
ゆ
　
１
回
戦
敗
退

●
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

女
子
　
優
勝

●
軟
式
野
球

長
野
県
選
抜
　
１
位
（福
丼
と
同
率
）

０
中
信
高
等
学
校
定
時
制
通
信
制

秋
季
体
育
大
会

松
本
筑
摩
高
等
学
校

（
Ｈ
月
２
日
）

●
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

男
子
シ
ン
グ
ル
ス

山
本
　
蓮
　
　
　
　
１
位

上
條
　
優
人
　
　
　
２
位

新
保
ア
レ
ム
海
人
　
３
位

女
子
シ
ン
グ
ル
ス

丸
山
　
悠
舞
　
　
１
位

鶴
見
　
綾
　
　
　
２
位

●
卓
球
男
子
個
人

桑
崎
　
晃
次
　
　
１
位

富
下
　
智
久
　
　
２
位

大
月
　
風
弥
　
　
３
位

女
子
個
人

神
田
　
ゆ
ず
ゆ
　
１
位

佐
々
木
　
花
菜
　
２
位

中信高等学校定時制通信制総合 (卓球 )

●
中
信
地
区
　
定
時
制
通
信
制
生
徒

生
活
体
験
発
表
大
会

日
時
　
令
和
６
年
９
月
５
日

（木
）

〈
ム
場
　
塩
尻
市
文
化
会
館
レ
ザ
ン
ホ
ー
ル

最
優
秀
賞
　
定
時
制
午
前
部

４
年

富
原
　
楓
佳

「認
め
る
」

（県
大
会
　
優
秀
賞
）

優
秀
賞
　
定
時
制
夜
間
部

３
年

鮎
澤
　
千
尋

「人
生
に
も
王
道
な
し
」

（県
大
会
　
優
良
賞
）

優
良
賞
　
　
通
信
制

４
年
　
一局
倉
　
め
ぐ
み

「私
が
今
の
自
分
に
な
る
ま
で
」

優
良
賞
　
定
時
制
午
前
部

４
年

瀬
戸
　
奈
緒

「過
去
を
バ
ネ
に
新
た
な
挑
戦
」

審
査
員
特
別
賞
　
通
信
制

４
年
　
牧
島
　
梨
世

「叶
え
た
い
夢
に
向
か
っ
て
」

鰈
中
部
地
区
高
等
学
校
通
信
制
生
徒

生
活
体
験
発
表
会

日
時
　
令
和
６
年
９
月
７
日

（土
）

会
場
　
一昌
山
県
民
小
劇
場
オ
ル
ビ
ス

優
良
賞
　
通
信
制

４
年
　
大
原
　
千
佳

「定
時
制
か
ら
通
信
制
へ
」
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令和 5年度 長野県松本筑摩高等学校同窓会 一般会計決算書

1.総 括 収入決算額

支出決算額

1,559,095円
618,478円

差 引 残 額 940,617円 (令和6年度へ繰越)

入収
(単位 :円 )

(単位 :円 )

科 目 予 算 現 額
収入済額

(B)

増 減
(B)― (A)

備  考
款 項 日 当 初

補正

流用

計

(A)

節

区 分 金 額

1大会金 0 354,000 376,000

01入会金 354,000 354,000 376.000

01定時制 208,000 208,000

190,000 190,000 1′
1前・午後部 190,000 190000 02,000円 × 95人

18,000 Э2夜間部 18,000 0 32,0()0円 × 9人

02通信制 146.000 146,000 168,000 22,000

140,000 140,000 1通信制 140,000 162,000 22,000 r72,000円 × 81人

6,000 Э2桐教室 0 C2,000円 × 3人
02会費 920,000 0 920,000 530,000 △ 390,000

01会費 920,000 920,000 △ 390,000

01定時制 720000 530,000 △ 190,000

690,000 1午前 午後部 690000 160,000 /ゝ 230,000 1410,000円 × 46人

30000 2夜「Fl部 30000 40,000 010,000円 × 7人
02 通信制 200,000 通信制 200,000 △ 200000 @10,000円 × 0人

03雑収入 1雑‖文入 1条[1又メ、 925 雑1又入 925 8 △ 預金利虐、

04繰越金 Эl繰越金 1繰越金 653,087 653,087 繰越金 653,087 0 令和44F度 から
05繰入金 1繰入金 )1繰入金 0 0 繰入金 0 0

1,928,012 0 1,928.012 1.559,095 ∠ヽ 368,917

出支
Ｑ
υ

が́
目 予 算 現 額

支出済額

(B)

残 額

(A)― (B)
備  考

款 項 目 当 初
補正

流用

言|^

(A)

節

区 分 金 額

1運営費 305,000 119,630 185370

01運営費 305,000 305,000 119630 185,370

01会議費 110,000 110,000 29,640

100,000 100,000 11需用費 100000 80,360 19640 総会会議費

10000 10,000 11使用十及び賃借十1 0 10,000

02事務費 195,000 195,000 39,270 155,730

25,000 25,000 09旅費 6,000 19,000 監査、役員会

30,000 30000 10交際費 30000 14.5()0

50,000 11需用費 12,980 37.020

90,000 90,000 12役務費 90,000 5790 84,210 切手代 等
02事業費 785,000 498,848 286152

1事業費 780,000 50()0 785,000 498,848 286,152

01会報編集費 200000 108680 91,320

150,000 150000 11需用費 150000 64,680 同窓会報

50.000 50,000 12役務費 44,000

02支部活動費 50,000 1,負担金補助1び交‖金 0

03組織活性
化対策費

80,000 0 80,000

09旅費 30000 0 30,000

50,000 11需用費 50,000 0

04学校活動
助成費

450,000 455,000 390,168 64,832

130,000 135,000 08報償費 130,000 132434 2,566 スクールカウンセラー報酬

170,000 170,000 11需用費 170,000 157734 12,266 1業式生花、事業証書フアイ,レ

150,000 150,000 19負担金ll助よび交|1金 150,000 100,000 くれき野祭・生徒会llll成金

Э3繰出金 01繰出金 01繰出金 0 0 28繰出金 0 0

)4予備費 01予備費 01予備費 843,000 △ 5,000 838,000 29予備費 838,000 0 838,000

計 1,928,000 0 1,928,000 618,478 1,309,522

計
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一般会計予算書

1.総 括 収入決算額

支出決算額

2,199,000円
2,199,000円

差 引 残 額 0円

収2. (単位 :円 )

(単位 :円 )

科 目 令和 6年度
予算額(A)

令和 5年度
予算額 (B)

比較増減

(A)― (B)

節
備  考

款 項 目 区  分 金  額

Dl入会金 △ 6,000

01入会金 △ 6.000

01,ヒロ寺十」 214,000

210,000 190,000 20000 1午前・午後部 210.000 C2,000円 × 105人

18,000 △ 14,000 )2夜間部 @2,000円 × 2人

02 通信制 134000 146000 △ 12,000

128,000 140.000 ∠ゝ 12,000 1通信制 128,000 C2,000円 × 64人

0 Э2桐教室 02.000円 × 3人

D2会費 910,000 △ 10,000

01会費 910,000 920000 △ 10,000

01定時制 530,000 ▲ 190.000

△ 190,000 1午前・午後割S 010.000円 × 50ノム、

30,000 0 Э2夜 FH5部 (]10,0001¬ × 3メ、

02通信制 380,000 180000 Dl通信制 380,000 010000円 × 38人

Э3雑収人 1雑収人 1栞「 1又メ、 383 △ 530 1条[1文ヌ、 383預金利虐、
Э4繰越金 1繰越金 1繰越金 C140,617 653,087 287,530 1繰越金 940.617令和 5年度から

Э5繰入金 1繰入金 1繰入金 0 0 0 1繰入金

計 2.199,000 1,928,000 271.000

２
０

科 目 令和 6年度
予算額(A)

令和 5年度
予算額(B)

比較増減

(A)― (B)

居即
備  考

款 項 日 区  分 金  額

1運営費 0

1運営費 305,000 305,000 0

01会議費 110,000 110.000 0

100000 100000 0 11需用費 100000 総会経費等

10,000 0 14使用1及び賃借ll 10,000

02事務費 195,000 195,000 0

25,000 0 09旅費 25,000 役員旅費

30,000 30,000 0 10交際費 3().0()() 慶弔費等

50,000 0 11需用費 50,000 消耗品代

90,000 0 12役務費 通信料等

02事業費 780,000 0

1事業費 0

01会報編集費 0

150.000 0 11需用費 150,000 司窓会報

50,000 0 12役務費 lБ送料

02支部活動費 0 1,負 11令補助及び交ll金 50,000 支部活動助成金

03糸巳イ哉1舌′L化
対策費

0

0 09旅費 支部活性化対策会議

0 11需用費 50,000 支部活性化対策会議

04学校活動助
成費

450,000 0

130000 0 08報償費 130000 スクールカウンセラー報lll

170,000 0 11需用費 卒業証書ホルダー等

150000 0 l,負 ll全掃班lび交付仝 150000 くれき野祭・生徒会助成金

03繰出金 l繰出金 01繰出金 0 0 28繰出金 0 I予校援助会計

04予備費 Эl予備費 1予備費 1,114,000 843000 271,000 29予備費 1.114,000

計 2.199,000 1,928,000 271,000
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進 学

大 ）字 4 0 4 8

短 期 大 学 2 0 5 7

専門・各種 16 0 7 23

計 22 0 16 38

就 職

県  内 24 0 21 45

県  外 0 1 2

公 務 員 0 0 0 0

計 25 0 22 47

卒業人数 (予定 ) 64 議鐵難菫:雛 75 142
*就職は就業場所で計上。

進 学 先 (順不同)午前部・午後部 =前後、夜間部 =夜間、

前後 :株式会社 エクセル、株式会社 トラストシップ、株

式会社 フレシード信州 、株式会社 長野エーコープサプラ

イ、協不ロダンボール株式会社、ゴールドパック株式会社、

信州名鉄運輸 株式会社、東邦電気 株式会社 長野工場、巴

協栄リネン株式会社、バンビクレープ (有限会社 エフス

タイル)、 ヤマトホームコンビニエンス株式会社、有限会

社 観光荘、ワタキューセイモア株式会社 長野営業所、社

会医療法人財団慈泉会相澤病院

通信 :株式会社オーシャンシステム、マクセルイズミ

株式会社、SCF信英蓄電器箔株式会社、南信貨物自
動車株式会社、株式会社ハーモニック・ドライブ シ
ステムズ、株式会社デンソーエアクール、株式会社

ワカ製作所松本工場、ジェーシーシーエンジエアリン

グ株式会社安曇野工場、穂高カントリー株式会社、イ
通信制 =通信   ォンビッグ株式会社、株式会社関川組、大信州酒造

【大学】

前後 :松本大学、ものつくり大学

通信 :松本大学、法政大学、東洋大学

【短期大学】

前後 :松本大学松商短期大学部、飯田短期大学

通信 :松本短期大学、飯田短期大学、千葉経済大学短期大学部、高山自動車短期大学

【専門学校・各種学校】

前後 :松本調理製菓師専門学校、エプソン1青報科学専門学校、大原スポーツ公務員専門学校松本校、大原簿言ひ情報ビジネス医療専門学校松本校、

東京コミュニケーションアート専門学校、つくば国際ペット専門学校、新潟コンピュータ専門学校、アップルスポーツカレッジ、

国際メディカル専門学校、国際トータルファッション専門学校、ヒューマンアカデミー名古屋校

通信 :松本歯科大学衛生学院、松本調理師製菓専門学校、未来ビジネスカレッジ、大原学園専門学校、岡学園トータルデザインアカデミー

株式会社、社会福祉法人声田福祉サービス特別養護

老人ホームぬくもりの里島立、寿高原食品株式会社、

T Pcomposte株式会社、黒田精工株式会社長野工場、
株式会社王滝、株式会社諏訪貸家アパートセンター、

社会医療法人財団慈泉会相澤病院、株式会社つばくろ

電機、旭千代田工業株式会社長野工場

注 1

注 2

発行期限を経過したものについては、証明書の発行はで

きません。ただし、発行期限経過で証明書の発行ができ

ない場合、希望により、無料で「証明書を発行できない

旨の証明書Jを発行します。詳細は事務室にお問い合わ
せください。

大学・専修学校等の出願書類として必要の方で、期限を

過ぎている場合は出願先に問い合わせて指示を受けてく

ださい。

証明書は、卒業時の氏名での発行になります。姓がかわっ

た場合でも、新しい姓で証明書を発行することはできま

せんのでご F承願います.

(1)所 定の証明書交付中請書に必要事項を記入の上、事務室
に提出してください。

*FAX、 メール、郵送可
*中請書の様式は学校ホームページからダウンロードで

きます。

(2)発 行手数料は、長野県収入証紙を購入し、申請時に事務
室に提出してください。

は長野県収入証紙を購人できる場所は、長野県公式ホームペー

ジで閲覧できます。

鶉県外にお住まいの方など長野県収入証紙を購入できない方

は、郵便局で定額小為替を購入し、証紙に替えて提出して

ください。 (定額小為替の発行には手数料がかかります。)

漑生活保護法による保護を受けている方は、発行手数料が免

除となります。 (福祉事務所長・同所地区担当員又は民生委

員・市町村長の証明書が必要となります。)

は在校生に対する証明には手数料がかかりません。また卒業

生であっても卒業した月 (通常 3月 )内 は発行 手数料が
かかりません。

(1)証 明書の発行には時間を要しますので、
をもって行ってください。

申し込みは余裕  三注 3

(2)手 数料、送料が不足の場合は証明書の発行はできません。

長野県松本筑摩高等学校 事務室
〒390-8531長野県松本市島立 2237

員三話 :0263-47-1351  FAX:0263-40-1521

メ‐一ル chikuma― hs@preinagano lgjp

種  類 卒業後の発行期限 発行手数料 (1通 )

卒 業 証 明 書 永 年

400円成 績 証 明 書 5年

単位 修 得 証 明 書 20年

調   査   書 5年 500円

驀

午前・午後部 夜間部 通信制 計

晰
1■ill■躍輩i+‖I

3

1.1証明書の種類■発行期限、手数料

2 申請方法および手数料の納付について

3.注 意 1事 ‐項

4 申込・問い合わせ先


